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SNOWFLAKE:  

すべてのアナリティクス・ 
ニーズに応える単一のクラウド・

データプラットフォーム
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はじめに
IDC社は2023年までに、ソフトウェアベンダーがデー
タとアナリティクスから得る収益の50%は、パブリック
クラウドがもたらす、と予測しています。また、クラウド
の導入はオンプレミスに比べ、8倍の速度で進むとし
ています。ガートナー社は、さらに、2022 年までに全
データベースの75% が、クラウドプラットフォームに
展開あるいは移行すると予測しています。

しかし、先進的な企業は、データアセットを最大化す
るという長期的な戦略を支えられる、マルチクラウド・
プラットフォームを求めています。すなわち、あらゆる
データ・ワークロードの原動力となり、拡張性があり、
複数地域を網羅するマルチクラウド・プラットフォーム
です。ただ、こうした企業は、やみくもにデータと分析
のワークロードをクラウドに移行したいとは考えてい
ません。Snowflakeはこのニーズに応じ、もっとも優
れた現代のデータウェアハウス、データレイク、および
類のない高度なデータサイエンス機能等を開発しま
した。 

 
Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、お
客様のアナリティクスを、異なるデータウェアハウス、
データマート、データレイクを横断し、複数の種類のビ
ジネス・アプリケーションの原動力となる「信頼できる
唯一の情報源」に集約させることができます。多様な
チームが統制されたデータを組織内外で共有する手
法も、簡素化されています。このため、データのコピー
や様々な移行なしに、全データについてコラボレーシ
ョンが可能です。これにより、データ共有が簡素化さ
れ、お客様はデータへのアクセス制限も適切に設定
できます。また、同一のデータセットのコピーを管理す
る際のデータ・ガバナンスとコンプライアンスの問題
発生を最小限に抑えることができます。Snowflake で
あれば、どこの地域にでも、かつ、使用が多くみられる
Amazon、Microsoft、Google（図１参照）など、あらゆ
るクラウドにデータを保存できます。Snowflakeのプ
ラットフォームは、お客様のデータ保存、処理からトラ
ンザクション管理、セキュリティー、ガバナンスおよび
メタデータ管理までを自動化することが可能です。

  ¹ Worldwide Big Data and Analytics Software Forecast, 2019–2023. IDC. September 2019. 
  ² https://www.gartner.com/en/newsroom/press-releases/2019-07-01-gartner-says-the-future-of-the-database-market-is-the
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図1: Snowflake独自のマルチクラスター・アーキテクチャーは、いかなるクラウドにも対応します。複数の、 
現代にふさわしいユースケースやワークロードを可能にする一連の強力なサービスを提供しています。
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マルチクラスター、マルチクラウド 
コンピュートアーキテクチャー

従来型のデータアーキテクチャーは拡張が困難です。一
方、Snowflakeの中核的な違いは、コンピュートリソース
の容量を、即座かつ独立した状態で、正確にスケールア
ップ、スケールダウンできる点にあります。各ワークロー
ド用に選択したコンピュート能力の規模に応じ、すべて
のデータ処理が行われます。ここでも同様に、即座にスケ
ールダウンもできます。Snowflake独自のアーキテクチャ
ーを生かし、独立し、かつ個別に割り当てられたコンピュ
ート能力を各ワークロードに割り当てることで、膨大な
量のデータを最大限のスピードと効率性をもって処理で
きるため、パフォーマンスへの影響はありません。使用し
たいコンピュートリソースの数も指定でき、また、サービ
スを自動的にスケールさせることもできます。

Snowflakeは効率性の担保を念頭に設計されており、ス
トレージ・レイヤーから何を抽出するかを正確に特定し
ます。したがって、無用なデータ走査は省き、もっとも効率
的な手法でクエリーに対応します。また、今後のクエリー
時のパフォーマンスを改善するため、データはクエリーの
結果とともにキャッシュされます。このアーキテクチャー
により、複数のワークロードを、複数のチームを横断して
実行しても、リソースの競合が生じず、パフォーマンスと
効率を最大化することが可能です。

 
柔軟でスケーラブル、かつ高い費用対効果

Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、数 
千におよぶユーザーをサポートするためシームレスにス
ケールし、お客様の企業を横断するコラボレーションを
容易にします。Snowflakeは、セルフサービスのアナリテ
ィクスが可能なため、運用レポート作成、アドホック・クエ
リーの実行、およびリアルタイムの意思決定等を促進し
ます。リソースを隔離できるため、すべてのユーザーが一

貫したユーザー体験を確実に得られます。Snowflakeは
秒単位の課金が可能なため、各ユーザーやワークグルー
プは、使用したリソースのみに対し、正確に支払いができ
ます。各分析アプリケーションは容易に拡大、スケールで
きる一方、実際に使用したコンピュート能力と必要なス
トレージ容量に対してのみ、支払いを行えます。  

Snowflakeはサービスとして展開しており、複数の地域
やクラウドを横断して一貫した性能を提供します。高度
なアーキテクチャーを元に、瞬時の弾力性およびあらゆ
るカテゴリーのユーザーやワークロードに一貫した手法
で対応する、ひとつにまとまり、総合的に優れたプラット
フォームを実現しています。表面化では、本プラットフォー
ムは、サーバーのプロビジョニング、データ・ガバナンス、
データ保護、データ・セキュリティー、パフォーマンス調整
を、透明性のある手法で自動化します。このため、お客様
のチームが、データから最大限の価値を得ることに集中
することを可能にします。

マルチクラスターの共有データプラット 
フォーム・サービス

Snowflakeのマルチクラスター・共有データサービスに
は、ユーザー・セッションの認証、リソース管理、セキュリ
ティー強化、クエリーのコンパイルや、全トランザクション
の完全性の担保といった機能があります。

このサービスレイヤーは、複数のアベイラビリティゾーン
をまたいで実行されるステートレスなコンピュートリソー
スで構成されています。また、可用性の高い分散メタデ
ータストアを、グローバルな状態（ステート）管理に活用
します。それほど複雑なことではありません。Snowflake
の、効率性が高い、円滑に動作するクラウド・データプラッ
トフォームを使用すれば、ハードウェアの購入やソフトウ
ェアの保守、インフラストラクチャーの統合も、不要にな
ります。お客様がワークロードを実行する際、Snowflake
のデータプラットフォームが、データの処理にもっとも効
率的かつ費用対効果が高く、高度なパフォーマンスを得
られるデータ処理の手法を特定します。

このような現代のアーキテクチャーにより、Snowflakeの
クラウド・データプラットフォームは多数のワークロード
を同時に処理できます。ワークロードが、複数のクラウド
や地域をまたぐ場合も、卓越した処理能力を発揮します。

ベストプラクティス
Snowflake独自のアーキテクチャーに

より、ストレージリソースはコンピュート
リソースから分離されています。つまり、
すべてのワークロードが、必要とする処
理能力のみを、必要な時に活用できる 

ため、競合は発生しません。
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継続的なデータの取り込み

Snowflakeのクラウド・データプラットフォームには、サー
バーレスのデータ取り込み機能「Snowpipe（スノーパイ
プ）」が搭載されており、お客様のクラウド・ストレージ環
境に非同期でデータをロードします。標準のコネクター
やアダプターにより、Kafka等、他のメッセージング・シス
テムからも、イベント・ストリームを容易に取り込めます。
一方、Snowflakeのストリームやタスクは、SQL ジョブの
ためのデータロードのスケジュール設定を容易にしま
す。お客様は、抽出、変換、(ETL) パイプラインのロード設
定や、地域間でのデータ交換を行うことなく、レポジトリ
ーにデータを取り込むだけで、グローバルな顧客層と共
有することができます。プラットフォームが、データを使用
する各テーブルに必要な型や形式に自動的に変換しま
す。Apache Kafkaコネクターを用いれば、JSONのレコ
ードを継続的にストリームし、保存、分析が可能です。

 
 
強固なトランザクション管理とデータの 
パーティション化

データベース・トランザクションの完全性の担保は、あら
ゆる業界で必須です。特に、金融取引を担う金融サービ
ス企業や、リアルタイムの生産プロセスを実行する製造
企業など、時間制約を伴うデータを扱う企業にとっては、
必須の要素です。Snowflakeは、データベースの原子性、
一貫性、独立性、および耐久性（ACID）の要素を実行して
います。予期せぬエラー、停電ほかの事象の際にもトラン
ザクションの一貫性を保証するためです。

ACID特性を遵守することにより、データベースの正確
性、トランザクションの完全性を確実に実現します。同
時にマイクロ・パーティショニングにより、データベース

の処理能力が改善されます。データがロードされる間
に、Snowflakeは意識されることなくデータをマイクロ・
パーティションに分割します。これは、カラム型に整理さ
れた、隣接するストレージ・ユニットです。この構造によ
り、非常に大規模なテーブルを枝刈りすることも可能に
なります。このようなテーブルは、数100万ものマイクロ・
パーティションから構成されることもあり、クエリーのパ
フォーマンスを大幅に改善できます。Snowflake はパー
ティションを、すべてのコンピュート・ノードがアクセスで
きる中央ストレージ・レイヤーに保存します。また、クエリ
ー実行中に、データセットの容量に基づき、自動的にパー
ティションの最適な配分を選択します。

 

業界をリードするセキュリティーと 
コンプライアンス

Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、マルチ
レイヤーのセキュリティー基盤上に構築されています。セ
キュリティー基盤には、暗号化、アクセス制御、ネットワー
クモニタリングおよび物理的なセキュリティー対策が、包
括的なモニタリング、アラート、サイバーセキュリティー対
策と併せて含まれています。クラウド・データプラットフォ
ームは、あらゆる観点からお客様のデータを、転送中、保
存中の双方において保護するために構築されています。

お客様のデータが多数の場所、またはその1つに存在しよ
うと、データフローの各データ点で保護、制御する必要が
あります。Snowflakeはこれを重要視しており、プラットフ
ォームのすべての要素に、セキュリティー技術を組み込ん
でいます（図 2 参照）。たとえば、ロールベースのアクセス
制御により、ユーザーは確実に、閲覧権限を持つデータに
しかアクセスできません。

ベストプラクティス
Snowflakeのクラウド・データプラット 

フォームのサービスレイヤーは、セキュリ 
ティー、ガバナンス、メタデータ管理、 

お客様のデータ保護、ワークロードのパフ
ォーマンスの最適化をひとつに統合し、 
リソース競合の発生を防ぐとともにトラ 

ンザクションの一貫性を担保します。

ベストプラクティス
Snowflakeのクラウド・データプラット
フォームは、多様なデータ形式が混在し
ていても、データのロードと分析に対応
します。しかも、トランザクションの完全
性、データベース・トランザクションすべ
ての正確性とともに、あらゆる種類の 

クエリーに対する最適なパフォーマンス
を担保します。
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こうした制御機構は、テーブル、スキーマやデータセット
の仮想的な拡張など、すべてのデータベース・オブジェク
トに適用できます。多要素(MFA)認証の過程では、ワンタ
イム・セキュリティーコードといったユーザーの携帯電話
に二段階認証にすることも可能です。一方、これらの包括
的なセキュリティーを担保しながら、使い勝手に支障は
生じません。シングルサインオンの手順やフェデレーテッ
ド認証技術により、ユーザーはデータウェアハウス、デー
タレイク他の分析サービスに、アプリケーション内から直
接、容易にログインできます。

正確性と一貫性を担保するメタデータ管理

Snowflakeは、いかなるソースからの構造化および半構
造化データも格納できる、単一のリポジトリーにデータ
を集約することで、複雑性を軽減しています。オンプレミ

図2： プラットフォームのすべての要素にセキュリティー技術が組み込まれています
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Snowflake によるクラウドデータの保護

スで、またはクラウド上で生成されたデータソースのいず
れにも対応します。これには、OLTPデータベース、エンタ
ープライズ・アプリケーション、サードパーティ・アプリケ
ーション、ウェブのログ履歴、IoTデータが含まれます。強
固なメタデータ・サービスが、システム全体を網羅してい
ます。クエリーはサービスレイヤー内でコンパイルされ、
スキャンを必要とするマイクロ・パーティション・カラムを
特定するためにメタデータが使用されます。そのため、ど
こからデータが得られ、誰がデータにアクセスしたのか、
また、多様なデータセットのそれぞれの関連性を追跡で
きます。外部テーブルは、ファイルパス、バージョン識別子
とパーティション化情報といった、ファイルレベルのメタ
データを保存します。これにより、ビジネスユーザーは複
数のワークロードを介し、ひとつのデータベースを用い
る際と同様、一貫性をもってデータのクエリーを実行で
きます。 
 
弾力性に富む多元的なストレージ

エンタープライズ・アプリケーションからのインポートす
るリレーショナルデータ、ウェブサイト操作のログデータ、
各種装置のセンサーからの IoT データや、消費者ネット
ワーク上のソーシャルメディア・データの取得にせよ、今
日のデータソースの複雑性は、従来型のデータプラットフ
ォームを即時に圧倒することがあり得ます。全データを
容易かつ効率的に保存し、瞬時に抽出可能にするには、
その規模にかかわらず弾力性に富んだストレージ・レイ
ヤーが必要です。

ベストプラクティス
Snowflakeのクラウド・データプラット
フォームは、暗号化、アクセス制御、デー
タストレージといった物理的な構造に
併せ、包括的なサイバーセキュリティー
対策などの特長を備えており、お客様の
データを転送中、保存中の双方で保護

します。
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Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、構造
化および半構造化データに対応し、複数の地域やクラウ
ドを網羅して、お客様のすべてのデータを「信頼できる唯
一の情報源」に一元化することができます。例として、エ
ンタープライズ・アプリケーションのリレーショナルデー
タに加え、このリポジトリーはJSON、Avro、XML などの
半構造化データとともに、Apache Parquet とORCとい
ったオープンソースのデータを、ペタバイトの規模で保存
できます。多用途性に富むオブジェクト(blob)ストレージ
上に構築されたこのストレージ・レイヤーは、お客様のデ
ータ、テーブル、クエリー結果を保存します。

 
セキュアなデータ共有とデータ交換

従来型のデータ共有手段では、いかなる組織であれ、デ
ータを共有する際はこれをコピーした後、データ利用者
に送信せねばなりません。こうした煩雑かつ高コストでリ
スクのある手順は、すぐに陳腐化する静的データの共有
手法に基づいており、継続的に最新のバージョンで更新
する必要があります。同例を含め、旧式の手段は余計な
コストの発生や、必要以上の労力を伴うにもかかわらず、
機密情報を保護したり、データ漏洩を防止したりする機
能に欠けています。

Snowflakeのクラウド・データプラットフォーム
は、Snowflake Data Sharing（Snowflake データシェア
リング）機能を備えています。 これは、クラウド・エコシス
テムの認証済みのユーザーが、読み取り専用のバージョ
ンのライブデータにアクセスすることを可能にするもので
す。したがって、お客様はデータのサブセットを容易かつセ
キュアに共有するとともに、セキュアかつ適切に管理され
たプロセスで共有データを受け取ることができます。たと
えば、Snowflake Data Sharing により、データプロバイ
ダーはベンダー、サプライチェーンのパートナー、物流パ
ートナー、顧客の他、多数の関係者と即座にデータを共
有できます。さらに、Snowflake を用い、データ交換やそ
の他のデータ共有サービスを設定し、データウェアハウス
やデータレイクを、利益を生む「プロフィットセンター」化
し、データを収益化することが可能です（図 3 参照）。
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プライベート・データエクスチェンジ

オーナーシップ
を取る

メンバーシップ
を管理

インサイト
を得る

セ
キ
ュ
ア
な

デ
ー
タ
共
有

Sn
ow
fla
ke
�が
管
理

お
客
様
が
管
理

図 3 : Snowflake Data Sharing は、パブリック・データエクスチェンジを 
介し外部とのデータ共有を可能にします。お客様が共有先を指定し、顧客、サプライヤー、ビジネスパートー

等との間で、プライベート・データエクスチェンジによる共有も可能です。

Snowflake データシェアリング とSnowflake データエクスチェンジ
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高度な処理能力と複数ワークロードへの対応

Snowflakeの外部テーブルは、Amazon S3、Azure Blob 
Storage または Google Cloud Platform のデータレイ
クに直接、保存されたお客様のデータと連携可能です。
マテリアライズド・ビューにより、外部テーブル上で、もっ
とも頻繁に使用するデータセットの一部またはすべてを
実体化できます。このため、ETL レイヤーの作成やオーケ
ストレーション・パイプラインは不要となります。

データを物理的に社内外のユーザーに転送するのでは
なく、Snowflakeのデータ共有技術を用いれば、ライブデ
ータセット中の適切に管理された部分にのみ、SQLを介
した読み取り専用のアクセスが可能になります。共有デ
ータは、変換することなく、即座にクエリーを実行できま
す。データは、プロバイダーのアカウントから移動するこ
とは決してありません。データ利用者はストレージのコス
トを負うことはなく、データの利用に際し ETL について
心配する必要もありません。

Snowflakeのデータストリームとタスクは、SQLジョブの
ためのライブデータのスケジュール設定を容易にします。
プラットフォームがデータを自動的に、各ターゲット・テ
ーブルに必要なタイプとシェイプに変換します。Apache 
Kafka 用のコネクターを使えば、JSON 形式のレコード
を継続的にストリームし、保存と分析が可能です。

 
 
マルチ・クラウド間のグローバルなデータ 
レプリケーション

世界に拠点があることは、災害復旧や、事業継続活動
の改善を確実なものにする上で役立ちます。また、グロ
ーバルな顧客層とのデータ共有についても選択肢が広
がります。Snowflakeのデータプラットフォームは、世界
の各地域間およびAmazon Web Services、Microsoft 
Azure、Google Cloud Platform をはじめとする複数の
クラウドとのデータ共有を容易にします。このようなグロ

ーバルなレプリケーション機能により、お客様の各事業
部門やパートナーは、分析やデータ共有のための、各々
の世界的なエコシステムを通じてコラボレーションを円
滑に行えます。Snowflakeの高度なレプリケーション技
術は、地域やクラウド間を横断し、データ共有を可能に
します。データ・パイプラインの設定、データのコピー、ま
た、クラウド間の異なるセキュリティープロトコルの調整
の手間はありません。

複数地域やクラウド間におけるデータ・レプリケーション
は、データ共有を簡素化するだけでなく、世界的な拡大
を容易にし、事業継続性を強化します。Snowflakeのプ 
ラットフォームは、自動的にデータベースを複製し、各地
域とクラウド間で常に同期された状態にします。このた
め、可用性の向上とフェイルオーバーの自動化を実現
し、即座のアクセスならびにいかなる規模のデータベー
スであれ、復旧を保障しています。

未来に向けての拡張性

Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは拡張性
に優れています。このため、承認された他のソリューショ
ンも、アクセスが可能です。同プラットフォームはあらゆる
データ型やアプリケーションにとり、確実な基盤を提供し
ています。このプラットフォームは拡張可能なリポジトリ
ー、また、統合データサービスとして機能し、データをひと
つのデータウェアハウスから別のものへ、またはデータレ
イクへと移行する必要なく、データが存在する場所で実
行が可能です。このため、多数の異なる場所に保存され
たデータや、多くの多様なワークロードを管理できます。
しかも、各ソリューションが使用するデータソースの種類
やデータ型、ならびにロード、統合、変換の手法にかかわ
らず、単一のサービスで管理することができます（次頁 図 
4 参照）。

ベストプラクティス
Snowflakeのセキュアなデータ共有 

機能を使用すれば、お客様はデータの 
コピーや移動は不要です。データはライブ

データであり、すぐに利用でき、かつ、 
常に最新の状態に保たれています。

ベストプラクティス
Snowflakeのクロスクラウド・データ 
プラットフォームにより、世界のどこで 

あれ、自由かつセキュアにデータを移動
することができます。同時に、お客様は 
使用する各アプリケーションや事業門 
のニーズを満たすクラウドストレージ・

ベンダーを選択できます。
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いかなるワークロードにも対応する強固な基盤

ほとんどの企業は、データの膨大な多様性への対応に悩ま
されています。ITプロフェッショナルは、あらゆるデータソー
ス、地域、クラウドからのデータを整理・統合する必要があり
ます。データの一部は構造化または半構造化されており、確
実にアナリティクスを関連付ける、「信頼できる唯一の情報
源」はありません。

Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、こうした
混沌とした状態に秩序をもたらします。すべてのデータ型
に、無制限の規模で対応し、異なるデータ型を、複雑な変換
なしにネイティブ形式のまま保存できます。 
また、Snowflakeはリアルタイム・ストリーミングとともにバ
ッチ方式でのアップロードも可能です。このアーキテクチャー

図 4: Snowflakeのデータアーキテクチャーは、お客様が抱えてるデータ環境を拡張します。 
そのため、全データを単一の場所に集約し、データからすべてのインサイトを得られます。

Snowflake を用いた現代のデータアーキテクチャー

は、データウェアハウス、データレイク、多様な種類のデ
ータエンジニアリングやデータサイエンス・アプリケーシ
ョンを含め、いかなるワークロードも実行できる強固な
基盤を提供します。

包括的なサービスレイヤーを生かした統合レポジトリー
を備えているため、あらゆる種類の分析プロジェクトに
一貫性を与えることができます。Snowflake は必要なリ
ソースをすべて、ひとつのまとまったプラットフォームに
集約し、多様なデータ・ワークロードの実行を可能にし
ます。これは、お客様の企業が業務を簡素化し、顧客に
最高のサービスを提供し、新たな市場機会を特定する上
で、必要なことです（以下 図 5 参照）

図 5：Snowflake は多くのユースケースやワークロードに対応しているため、 
お客様の組織は様々なデータアナリティクスに、単一のソリューションを利用することができます。

Snowflake のクラウド・データプラットフォームの機能
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まとめ
Snowflakeのプラットフォームは、セキュリティーとガバナンスの統合、ネイティブ形式での
データ型の保存、組み込まれたトランザクション・セキュリティーなどの特長を備えていま
す。このため、Snowflakeのクラウド・データプラットフォームに標準化することで、お客様は
インフラストラクチャーの管理から、データの管理およびデータから最大限の知見をすべて
獲得することへと、焦点を移すことが可能になります。Snowflakeはサービスとして展開し
ており、複数の地域やクラウド間で一貫した機能を提供します。その高度なアーキテクチャ
ーにより、Snowflakeは瞬時および、ほぼ無限の弾力性を実現しており、かつ、あらゆるタイ
プのユーザーやワークロードに一貫性をもって対応できる、単一のまとまったプラットフォ
ームを提供しています。お客様は、データからすべてのインサイトを取得できるひとつのプ 
ラットフォームを活用し、顧客やお客様自体のビジネスに最適な、データ主導型の意思決
定を行うことが可能になります。今、そして将来も。詳細は、snowflake.com/data-platform

を参照ください 。

ベストプラクティス

Snowflakeには、新たなデータサイロ 
を作ることなく、多様なデータタイプを 
ネイティブで保存できます。自動的な、 

かつほぼ無限の弾力性により、必要とする
ときにリソースが確保されます。
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SNOWFLAKE について
Snowflakeのクラウド・データプラットフォームは、あらゆる規模のお客様が、自らのデータの真の価値を解き

放つ上で障害となってきた要因を排除します。現在、2000 以上のお客様が Snowflake を導入し、ビジネスユ

ーザーが、自社の全データから余すところなくインサイトを得ることにより、かつての水準を超え、ビジネスを

躍進させています。Snowflakeは、お客様が、クラウド向けに構築された唯一のデータウェアハウスを提供す

る、単一の統合プラットフォームを利用することを可能にします。すなわち、即時性、データのネットワーク全体

へのセキュアで統制されたアクセス、現代のデータ・アプリケーション開発のための単一のプラットフォームを

始め、あらゆる種類のワークロードが実行できるコア・アーキテクチャーを提供しています。  

Snowflake：データは無制限。詳細は snowflake.com を参照してください。
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